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発表事項1

令和８年第１回日向市議会（定例会）に
提出する議案



【提案予定の主な条例案】

情報提供日
令和８年２月２０日

資料1

３ 日向市暴力団排除条例の一部を
改正する条例

【内容】

暴力団による不当な行為等を排除
する場合について具体的に規定す
ることを目的に、所要の改正を行
うもの。

【施行日】 令和８年４月１日

＜問い合わせ先＞総務部 総務課 総務係 担当：河野 電話：0982-66-10１0 １－１－１

４ 日向市長等の損害賠償責任の一部
免責に関する条例

【内容】

善意かつ重大な過失がない場合に生じ
た市長等への損害賠償責任額の一部を
免責することができることについて、地
方自治法の規定に基づき新たに規定す
るもの。

【施行日】令和８年４月１日



【提案予定の主な条例案】

13 日向市図書購入基金条例の
一部を改正する条例

【内容】

新たな図書館複合施設整備に向け
た児童生徒用図書の充実を図るた
め、基金の積立及び処分を可能と
する改正を行うもの。

【施行日】

令和８年４月１日

14 日向市学校給食費に関する条例の
一部を改正する条例

【内容】

市立小・中学校の児童・生徒に提供す
る学校給食に係る負担金の全部又は
一部を免除することから、所要の改正
を行うもの。

【施行日】

令和８年４月１日

【提案予定の主な条例案】

１－１－２



【提案予定の主な条例案】

15 日向市産業・人材育成センター
条例

【内容】

中小企業等の振興及び人材育成の
場を提供することを目的に、公の
施設として「通称：日向みらいラ
ボ」を設置することから、地方自治
法の規定に基づき、新たに条例を
制定するもの。

【施行日】

令和８年４月１日

16 日向市市民バス条例の一部を
改正する条例

【内容】

ＡＩオンデマンド交通「のるーと日向」
の本格運行を行うにあたり、所要の改
正を行うもの。

【施行日】

令和８年４月１日

【提案予定の主な条例案】

１－１－３



【提案予定の主な事件決議】

１ 日向市公の施設の指定管理者の
指定について

【内容】

「お倉ケ浜総合公園」及び「大王谷運動公
園」が、令和８年９月３０日に指定期間の
満了を迎えることから、指定管理者の指
定について、地方自治法等の規定に基づ
き、議会の議決を求めるもの。

【指定管理候補者】 ＪＢグループ日向

【指定期間】 令和８年１０月１日から
令和１３年３月３１日まで（４年６か月）

２～3 財産の取得について

【内容】

日向市総合体育館の建設にあわせ、
競技用具（バレーボール競技ほか８競
技）・（柔道競技ほか２競技）を購入す
るため、売買契約の締結について、地
方自治法等の規程に基づき、議会の
議決を求めるもの。

【契約の金額】 26,950,000円
29,700,000円

【提案予定の主な事件決議】

１－１－４



令和７年度 1月専決・３月補正予算

概 要 説 明 書

日 向 市

資料1－２



Ⅰ 補正額（1月専決）

Ⅱ 補正後の予算額（参考）

一般会計 48,800千円

一般会計 37,878,388千円

Ⅲ 歳入歳出補正予算総括

Ⅳ 事業概要

予算科目 事業名 担当課
補正額
（千円）

事業概要

総務費 衆議院議員選挙
選挙管理

委員会事務局
48,800

衆議院議員選挙の投開票に必要となる人件費や物件費等の経費を
計上する。

＜一般会計＞

(歳入） （単位:千円）

款 補正前の額 補 正 額 計

16 県支出金 2,777,761 48,800 2,826,561

歳入合計 37,829,588 48,800 37,878,388

(歳出） （単位:千円）

款 補正前の額 補正額 計
補正額の財源内訳

特 定 財 源
一般財源

国県支出金 地方債 その他
02 総務費 5,238,127 48,800 5,286,927 48,800

歳出合計 37,829,588 48,800 37,878,388 48,800

１－２－１



Ⅰ 補正額（3月補正）

会 計 名 補正額

一般会計 1,672,979

特別会計 111,429

公営住宅事業特別会計 7,628

財光寺南土地区画整理事業特別会計 △6,500

工業用地造成事業 繰越明許費の設定

国民健康保険事業特別会計 14,838

介護保険事業特別会計（保険事業勘定） 99,298

後期高齢者医療事業特別会計 △3,835

（単位：千円）

１－２－２



Ⅳ 主な事業概要（3月補正）

予算科目 事業名 担当課
補正額
（千円）

事業概要

総務費 公共施設照明設備LED化事業 資産経営課 138,276
物価高騰等の影響を受けている公民館やコミュニティセンター等

の電気料金の縮減を図るため、照明設備のＬＥＤ化を推進する。

民生費
物価高対応子育て応援手当支
給事業（宮崎県上乗せ支給
分）

こども課 153,845

国の「物価高対応子育て応援手当」（2万円/児童1人）と同じ対
象者へ、宮崎県独自事業として、1人当たり1万5千円を支給する。
○対象児童
・令和7年9月分の児童手当の支給対象児童
・令和7年10月1日から令和8年3月31日までに出生した児童

衛生費
医療・介護・福祉施設等物価
高騰対策支援事業

健康増進課 40,960
物価高騰等の影響を受けている医療・介護・福祉・保育施設等を

支援するため、物価高騰対策支援金を交付する。

農林
水産業費

施設園芸燃油高騰対策等農業
経営支援事業

農業畜産課 13,000
物価高騰等の影響を受けている施設園芸農業者等の農業経営の維

持安定を図るため、燃油購入費の一部を支援する（上限30万円）。

生産性向上対策事業 農業畜産課 41,100

物価高騰等の影響を受けている畜産農家の経営の維持安定を図る
ため、飼料費の高騰分の一部と家畜を導入した際の上乗せ補助を行
う。※①②の補助については令和8年度当初予算と一体的に実施
①種豚導入事業補助金
種豚の導入に対し、10千円/頭の上乗せ補助

②養牛経営基盤強化対策事業補助金
繁殖雌牛の導入に対し、50千円/頭の上乗せ補助

③養鶏飼料価格高騰対策事業補助金（上限30万円）
年間飼料費の5％

④養牛・養豚飼料価格高騰対策事業補助金（上限30万円）
母牛19千円/頭、母豚72千円/頭、肥育豚4千円/頭

＜一般会計＞

１ 緊急経済対策（物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金活用事業等）

１－２－３



Ⅳ 主な事業概要（3月補正）

予算科目 事業名 担当課
補正額
（千円）

事業概要

商工費

飲食店等食材高騰対策支援事
業

商工港湾課 63,300

食材費の高騰等の影響を受けている市内の飲食関連店舗に対し、
経営の安定化と地域経済の活性化を図るため、給付金を支給する。
○給付額 10万円
○対象事業者
・事業の拠点及び本社が日向市内にあり、保健所から食品関係
の営業許可を受けた飲食店、菓子製造業、惣菜製造業

・飲食店等のうち、主に食材を調理し提供する事業所が対象
・令和7年3月31日までに保健所からの営業許可を受け、令和7 
年4月1日までに営業を開始し、申請時点で営業を続けている
事業者

DX・生産性向上等設備導入
事業

商工港湾課 31,648

中小企業等の生産性向上や売上拡大の後押し、賃上げのための環
境整備を促進するためデジタル技術や省力化技術を活用した設備等
を導入するための経費の一部を補助する。
○補助限度額 1,000万円（補助率2/3以内）

土木費
物流事業者燃料高騰等対策事
業

商工港湾課 8,941

物価高騰等の影響を受けているトラック及びＲＯＲＯ船事業者の
負担軽減を図るため、県が実施する「交通・物流事業者燃料高騰等
対策事業」に合わせて上乗せ補助を行う。
○補助単価
・トラック（1台あたり）小中型5,500円／大型11,000円
・ＲＯＲＯ船 2,616,000円

＜一般会計＞

１ 緊急経済対策（物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金活用事業等）

１－２－４



Ⅳ 主な事業概要（3月補正）

予算科目 事業名 担当課
補正額
（千円）

事業概要

総務費 災害予防対策事業 防災推進課 2,000
総合体育館に配備するテント式パーテーション等の災害用

備蓄品を購入する。

農林
水産業費

[R07国補正]
地籍調査事業

林業水産課 62,624 令和8年度分の前倒し（地上法：幸脇地区、下三ケ地区）

土木費
[R07国補正]
重要港湾等整備事業

商工港湾課 80,000 港湾整備事業負担金（19号岸壁）

土木費
[R07国補正]
財光寺南土地区画整理事業

市街地整備課 294,644 道路築造工 L=700m、画地確定測量 Ｎ=1式

土木費
[R07国補正]
駅周辺土地区画整理事業

市街地整備課 25,500 道路舗装 L=65m

土木費
[R07国補正]
日向市立地適正化計画策定事業

都市政策課 7,000 立地適正化計画改定

教育費
[R07国補正]
日向市総合体育館整備事業

スポーツ振興課 1,631,000 建物本体工事 等

教育費
[R07国補正]
小・中学校空調設備整備事業

教育総務課 139,982
小学校7校、中学校3校の特別教室（技術室、多目的室等）の
空調整備

＜一般会計＞

２ 国の補正予算に伴う事業

＜特別会計＞

会計名 担当課
補正額
（千円）

事業概要

公営住宅事業特別会計
[R07国補正]市営住宅ストック総
合改善事業

建築住宅課 34,349 主体・塗装・屋根防水工事（後無田住宅14,15号棟）

※重要港湾整備事業、財光寺南土地区画整理事業、駅周辺土地区画整理事業、日向市立地適正化計画策定事業、
日向市総合体育館整備事業については、令和7年度当初予計上額に対し国庫補助金確定に伴う予算の減額もあります。

１－２－５



Ⅳ 主な事業概要

予算科目 事業名 担当課
補正額
（千円）

事業概要

総務費
ふるさと日向市応援寄附金事
業

ふるさとプロ
モーション課

500,000
令和7年度の寄附金の受入見込みに伴う経費の減額及び積立金の

増額補正を行う。

民生費 訓練等給付事業 福祉課 50,000
自立支援給付について、令和7年度の事業実績見込みに伴う増額

補正を行う。

民生費 出産子育て応援事業 こども課 6,900
妊婦のための支援給付金について、令和7年度の事業実績見込み

に伴う増額補正を行う。

衛生費 救急医療体制整備事業 健康増進課 4,623
二次救急医療体制整備補助金について、準拠する特別交付税に関

する省令の一部改正に伴い、増額補正を行う。

＜一般会計＞

会計名 担当課
補正額
（千円）

事業概要

公営住宅事業特別会計 建築住宅課 7,628
令和7年度の事業実績見込み等に伴う減額及び国補正による増額補正

を行う。

財光寺南土地区画整理事業特別会
計

市街地
整備課

△6,500 令和7年度の事業実績見込みに伴う減額補正を行う。

国民健康保険事業特別会計
国民健康
保険課

14,838 令和7年度の事業実績見込みに伴う増額補正を行う。

介護保険事業特別会計（保険事業
勘定）

高齢者
あんしん課

99,298
令和7年度の保険給付費等の実績見込みに伴う予算の組み替え及び基

金積立金の増額補正を行う。

後期高齢者医療事業特別会計
国民健康
保険課

△3,835
後期高齢者医療広域連合への負担額の実績見込みに伴う減額補正を行

う。

＜特別会計＞

３ その他の事業

１－２－６



Ⅳ 主な事業概要

事項名 期間
限度額
（千円）

設定理由

広報ひゅうが印刷業務
令和7年度
から

令和8年度
15,000

広報ひゅうがの印刷業務について、令和8年度の契約手
続きに必要な準備行為として債務負担行為を設定する。

お倉ヶ浜総合公園及び大王谷運動公園指
定管理委託

令和8年度
から

令和12年度
546,570

次期指定管理者の選定及び基本協定の締結に併せて、指
定管理期間に必要となる指定管理者委託料の債務負担行為
を設定する。

＜一般会計（設定）＞

４ 債務負担行為

＜一般会計（廃止）＞

事項名 期間
限度額
（千円）

廃止理由

日向市奨学金返還支援補助金
令和9年度
から

令和11年度
14,700

債務負担行為に基づく1年目、3年目、5年目の複数年を
対象とした補助金交付決定から、当該年度毎の補助金交付
決定とする制度に変更するため、債務負担行為を廃止する。

１－２－７



令和８年度 当初予算

概 要 説 明 書

日 向 市

資料1－３



令和８（２０２６）年度は、「第３次日向市総合計画・前期基本計画」及び「第３期日
向市総合戦略」の２年目として、これまでの取組を前進させるとともに、計画に掲げた将
来像をしっかりと「かたち」にしていく重要な年であります。当初予算編成においては、
総合計画に掲げる地域ビジョンの実現に向けて、４つの基本戦略を推進するための主要施
策を中心に、重点的かつ優先的に予算を配分したところです。
また、昨今の物価や賃金、金利の動向を精査するとともに、将来の財政余力にも配慮し

つつ、歳入に見合った持続可能な予算規模を厳守した予算編成に努めたところです。
本市を取り巻く社会情勢の変化や市民ニーズを的確に捉え、市民の皆さんと目指す将来

像を共有しながら、柔軟な発想と創意工夫をもって、迅速な市政運営に取り組んでいきま
す。

１ 予算編成の基本的な考え方

第３次日向市総合計画・前期基本計画／第３期日向市総合戦略

こどもが故郷(ふるさと)に誇りを持てるまち、未来に希望をつなぐまち 日向

基本戦略１
安心してこどもを産み育てられるまちをつくる

基本戦略２
安定した雇用と稼ぐ地域をつくる

基本戦略４
安全・安心で利便性の高いまちをつくる

基本戦略３
地域資源を生かして新しい人の流れをつくる

1-1 子育て世代に選ばれるまちづくり
1-2 未来に希望をつなげる人づくり

3-1 来てみたくなるまちづくり
3-2 誇りと愛着を育み人が集まるまちづくり

2-1 安定した雇用があり人材が育つまちづくり
2-2 稼ぐ力を高めるまちづくり

4-1 安全・安心なまちづくり
4-2 便利で快適なまちづくり

地域ビジョン

１－３－１



２ 予算規模
会計 予算額等 前年度当初比（増減）

一般会計 358億6,000万円 8億円 2.3%

一般財源総額 200億4,215万6千円 4億2,204万5千円 2.2％

自主財源比率 40.8％ 前年度 42.1％ －

地方債依存度 7.0％ 前年度 7.4％ －

特別会計 149億8,400万円 10億3,690万円 7.4％

水道事業会計 19億1,461万4千円 △ 4億808万5千円 △ 17.6％

簡易水道事業会計 2億4,795万6千円 4,499万8千円 22.2％

下水道事業会計 27億2,567万5千円 5,887万7千円 2.2％

農業集落排水事業会計 3億2,678万1千円 3,503万4千円 12.0％

合 計 560億5,902万6千円 15億6,772万4千円 2.9％

（参考）一般会計当初予算の推移
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（億円） 過去最大

358.6億円※

※主な要因：総合体育館整備事業等の大型事業の推進がある中、人件費、扶助費が増加したことによるもの。 １－３－２



６ 主な事業

基本戦略１

安心してこどもを産み育てられるまちをつくる
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基本戦略１－１ 子育て世代に選ばれるまちづくり

乳児等通園支援事業（こども誰でも通園制度）

540万円

子育て家庭への支援を強化するため、就労要件を問わず、
保育所や幼稚園などに通っていないこども（生後６か月以
上３歳未満）の保育施設利用を開始します。【新規】

○制度内容
・認可した事業所において実施

・時間単位で利用可能（月１０時間まで）

（こども課：内線2178）

子供の未来応援ネットワーク形成推進事業

88万円

こどもの貧困対策における行政機関・関係機関・民間支
援団体をつなぐ地域ネットワークを形成し、連携した支援
を行います。

○「第3期日向市こどもの未来応援
推進計画」の推進に係る経費 13万円

○こども応援推進事業補助金の創設
【新規】75万円
・こども食堂・フードバンク等への補助金

（こども課：内線2175）

妊娠・子育てサポート事業

6,628万円

妊娠期から出産後の新生児期、乳幼児期等のライフス
テージごとに、切れ目なく母子保健サービス等の支援を行
います。

○事業委託 5,051万円
各種健診等 4,755万円
・妊婦・産婦健康診査、乳幼児定期健診など

産後ケア事業【拡充】 157万円
・助産師等による心身のケア・育児に関する助言

※利用期間の延長(出産後半年未満→1年未満)

産前・産後サポート事業 139万円
・子育てサロン等の実施

（こども課：内線2147）

放課後児童クラブ事業

1億2,416万円

保護者が就労等により昼間家庭にいない児童に対し、適
切な遊び場及び生活の場を提供し、健全育成を図ります。

○児童クラブの運営委託【拡充】1億2,395万円
既存：公設民営11クラブ、民設民営3クラブ
新規開設：1クラブ

（こども課：内線2173）
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基本戦略１－２ 未来に希望をつなげる人づくり
図書館等複合施設整備事業

2,580万円

「学びの種をまき、創造の芽を育て、希望の実を結ぶ 市
民のサードプレイス」の実現に向けて、市民参画型の共創
プロジェクト「日向ラボ・ラボ」等の関連イベントを開催
しながら、基本計画の策定に取り組みます。

○図書館複合施設整備基本計画
策定業務 1,550万円

○日向ラボ・ラボ等関連イベント
開催業務 760万円

（総合政策課：内線2214）

外国語教育推進事業

4,087万円

外国語指導助手（ALT）による実践的な英語指導をはじめ、
グローバルな人材育成を目的とした国際的な教育交流体制
の構築に取り組みます。

○外国語指導助手の派遣：7名 3,448万円
○国際教育交流の連携先選定業務委託【新規】165万円
・令和9年度以降の外国語指導体制の充実に向け、教育交流先の
選定を行います。

（学校教育課：内線2422）

障がいのある児童生徒の教育の充実に要する経費

８,924万円

病気や障がいなどにより特別な配慮や支援を要する児童
生徒が、学習上又は生活上の困難を改善・克服し自立を図
るために必要な指導や支援を行います。

○特別支援教育支援員の増員【拡充】7,798万円
・令和7年度当初26名から2名の増員

（学校教育課：内線2417）

学校再編事業

870万円

小中学校の適正規模・適正配置を推進するため、現行の
学校区の見直しや学校配置（整備）のあり方を含む基本計
画を策定します。【新規】

○学校再編計画策定支援業務 1,730万円
・令和8～9年度の2か年で策定

※令和8年度予算額865万円

（学校教育課：内線2426）

１－３－５



基本戦略１－２ 未来に希望をつなげる人づくり
学校給食運営事業

3億7,540万円

国の「学校給食の抜本的な負担軽減」事業の活用と市の負担の見直しにより、小学生と中学１・２年生の給食費保護者負担の
一層の軽減を図ります。【新規】
なお、中学３年生の給食費無償化は継続します。

（学校給食センター：内線64201）

区 分 令和７年度 令和８年度

小学生

給食費（食材料費） 5,600円 6,500円

うち保護者負担額 4,200円 1,300円

中学１年生
中学２年生

給食費（食材料費） 6,300円 6,900円

うち保護者負担額 5,000円 1,700円

中学３年生

給食費（食材料費） 6,300円 6,900円

うち保護者負担額 なし（継続）

■給食費等の月額

区分 令和7年度 令和8年度 増減額

年間給食費 2.8億円 3.2億円 0.4億円

国の負担軽減事業 ー 1.6億円 1.6億円

市負担額 0.9億円 1.0億円 0.1億円

保護者負担額 1.9億円 0.6億円 ▲1.3億円

○令和8年度の主な財源等
・国の給食費負担軽減事業 （小学生） 1.6億円
・市負担額

物価高騰対応地方創生臨時交付金（中学１・２年生） 0.5億円
ふるさと日向市応援寄附金基金 （中学３年生） 0.4億円
一般財源 0.1億円

（参考）年間の給食費と主な財源（当初予算ベース）は以下のとおり。
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６ 主な事業

基本戦略２

安定した雇用と稼ぐ地域をつくる
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基本戦略２－１ 安定した雇用があり人材が育つまちづくり

生産性向上対策事業

4,917万円
（うち3月補正計上額：4,110万円）

飼料価格高騰による畜産農家の負担軽減を図るため、生
産基盤強化の取組を支援します（3月補正予算と一体的に実
施）。【拡充】

○種豚導入事業補助金 375万円
・種豚の導入経費への支援（2.5万円／頭）

○養牛経営基盤強化対策事業補助金 1,075万円
・繁殖雌牛等の導入経費への支援（10万円～15万円／頭）

○養鶏飼料価格高騰対策事業補助金 2,040万円
○養牛・養豚飼料価格高騰対策事業補助金 1,420万円

（農業畜産課：内線2379）

再造林率向上強化対策事業

3,053万円

再造林推進のため、県と連携し、森林所有者の負担軽減
を図るとともに、造林作業員の賃金引き上げにつなげるた
め植栽や下刈り等を支援します。

○再造林強化支援事業補助金 2,370万円
・植林や防護柵設置の支援

○下刈支援事業補助金 683万円

（林業水産課：内線2383）

農業水路等長寿命化・防災減災事業

1,050万円

農業生産の安定と地域防災力向上のため、農業用水路の
長寿命化と、災害リスクに対応するための防災・減災対策
を実施します。

○百町原第一用水路蓋設置工事 425万円
○百町原用水路更新工事 625万円

（農業畜産課：内線2359）

中小企業等支援事業

２,693万円

中小企業等の経営力の向上や人材確保を図るため、人材
不足解消、デジタル化、設備導入等を支援します。

○プロ人材マッチング支援事業委託 1,080万円
・地元企業とプロ人材とのマッチングを伴走型支援

○デジタル化に係る経費への補助金 500万円
○新規創業に係る経費への補助金 300万円
○日向みらいラボ施設管理業務委託 366万円

（商工港湾課：内線2343）
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基本戦略２－２ 稼ぐ力を高めるまちづくり

工業団地造成事業

6億7,170万円

新たな企業誘致につなげるため、東郷工業団地の整備を
行います。

○スケジュール（予定）
令和8～10年度 実施設計・造成工事

○造成地
日向市東郷町山陰字柿ノ木田ほか

○造成規模
敷地面積 約16ha
分譲面積 約17ha（予定）

（商工港湾課：内線2346）

日向地域のブランド確立推進事業

83万円

本市発祥のへべすの生産量拡大を図るとともに、市内事
業者の6次産業化等を支援します。

○へべす苗木購入補助金（補助率1/3以内） 21万円
○6次産業化推進事業補助金 60万円
・新たな商品開発や販路開拓等に対する補助
（補助率1/2以内・上限20万円）
・機器・設備等の整備にに対する補助
（補助率1/3以内・上限30万円）

（農業畜産課：内線2364）

重要港湾等整備事業

1億8,143万円

地域産業の振興と経済の活性化を図るため、国県による
港湾施設整備事業の負担金を支出します。

○港湾整備事業負担金（細島港）
国直轄事業分 防波堤（南沖）

岸壁耐震
県営事業分 臨港道路改修

泊地改良

（商工港湾課：内線2346）

企業誘致推進事業

2,948万円

本市の産業振興と雇用の場の創出を図るため、新規企業
の誘致や既存企業の増設、新たな雇用に対し奨励措置を講
じます。

○情報サービス関連企業誘致等に向けた事業委託料365万円
○企業立地・雇用促進奨励金 1,680万円

（商工港湾課：内線2346）
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６ 主な事業

基本戦略３

地域資源を生かして新しい人の流れをつくる
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基本戦略３－１ 来てみたくなるまちづくり

日向市総合体育館整備事業

33億815万円
（うち3月補正計上額：16億3,100万円）

市民の健康づくりやスポーツ活動の拠点として、災害時
には避難場所や災害応急対策活動拠点施設となる総合体育
館の整備に取り組みます（3月補正予算と一体的に実施）。

○令和8年10月 供用開始予定

（スポーツ振興課：内線2373）

プロモーション推進事業

6,336万円

本市の認知度向上や観光誘客を図るため、観光資源や特
産品、食の魅力などを発信する、総合的なプロモーション
活動を展開します。

○クリエイター等による情報発信【新規】1,000万円
○シティプロモーション推進の活動への補助金【新規】100万円
・市民団体等からのプロモーション事業のアイデアを募集し、
その実施のための補助金を交付します。

（ふるさとプロモーション課：内線2355）

日本のひなた宮崎国スポ・障スポ大会推進事業

1億3,248万円

2027（令和9年）年に開催される「日本のひなた宮崎 国
スポ・障スポ」に向け、開催準備を進めるとともに競技別
リハーサル大会を実施します。

○日本のひなた宮崎国スポ・障スポ日向市実行委員会
負担金 1億2,900万円

（国スポ・障スポ推進課：内線6811）

次世代型にぎわい創出拠点整備事業

3億500万円

関係人口の創出に向けて、お倉ヶ浜ビーチエリアの既存施設
の機能高度化と利用環境の向上を一体的に進めるとともに、デ
ジタル技術を活用した効率的な駐車管理や多言語案内などの多
様なサービスを導入し、誰もが集える滞在拠点の形成と周遊観
光の促進を図ります。【新規】

○お倉ヶ浜賑わい創出拠点施設実施設計 1,300万円
○お倉ヶ浜賑わい創出拠点施設整備工事、
お倉ヶ浜ビーチ駐車場有料化機器等設置工事

2億8,700万円

（ふるさとプロモーション課：内線2349）
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基本戦略３－２ 誇りと愛着を育み人が集まるまちづくり

定住促進事業

4,093万円

お試し滞在施設の運営や移住支援金に加え、新たな移住
プロモーションや保育園留学事業を実施し、移住及び定住
の促進を図ります。

○移住支援金等の交付 2,000万円
○日向市若者UIJターン促進事業補助金 150万円
○委託料 1,210万円
・保育園留学業務【新規】
・移住プロモーション【新規】
（ＨＰ改修等による情報発信）

（総合政策課：内線2214）

牧水顕彰事業

502万円

地域の先人を顕彰し、短歌文学の普及や文化の振興を図
るとともに、「若山牧水の生誕地日向市」を全国に発信し
ます。

○各種行事開催委託 430万円
・青の國若山牧水短歌大会の開催
・牧水祭の開催
・牧水・短歌甲子園の開催

（文化・生涯学習課：内線2432）

ふるさと日向市応援寄附金事業

15億円

全国の寄附者に対して、本市の施策や魅力、また返礼品
の情報を積極的に提供し、自主財源の確保を図ります。

◯寄附者への返礼品代
◯ポータルサイト掲載料
◯ふるさと納税業務委託
◯ふるさと日向市応援寄附金基金への積立

（ふるさとプロモーション課：内線2374）

グローバルツーリズム推進事業

1,150万円

本市の魅力ある観光資源を活用し、
国内外に向けた情報発信やイベント
開催等を通じて、インバウンド、デジ
タルノマド等の受け入れ促進に取り組
みます。

○デジタルノマド誘致イベントの実施 240万円
○国内外ワーケーション推進業務 360万円
○インバウンド誘客促進事業 550万円

（ふるさとプロモーション課：内線2353）
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６ 主な事業

基本戦略４

安全・安心で利便性の高いまちをつくる
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基本戦略４－１ 安全・安心なまちづくり

防災情報収集・伝達事業

3,786万円

市民の生命・財産を災害から守るため、気象情報を収集
するためのシステムや情報伝達システムの整備・充実を図
ります。

○同報系防災行政無線の運用 1,022万円
○その他防災情報収集・伝達システムの運用 764万円
○津波災害デジタルツイン実証実験負担金【新規】

2,000万円
・日向市総合防災訓練において、津波災害
デジタルツインとAIドローンを連携させた
避難支援実証事業を行います。

（防災推進課：内線2253）

自治公民館の整備助成

920万円

自治会（区）活動や地域コミュニティの活性化を図るた
め、地域の活動拠点となる自治公民館等の整備を支援しま
す。

○自治公民館整備費補助金 420万円
・修繕予定区：切島山1区、笹野中区、山下区

○一般財団法人自治総合センター助成事業 500万円
・コミュニティ無線整備：向洋台区、遠見区

（地域コミュニティ課：内線2234）

包括的支援事業

１億7,343万円

高齢者の心身の健康の保持や生活の安定を図るため、市
内５か所の地域包括支援センターにおいて、高齢者の総合
相談、介護予防ケアマネジメントなど包括的な支援に取り
組みます。

○地域包括支援センター運営業務委託 1億5,711万円
○地域包括支援センターシステムの導入業務委託

1,600万円

（高齢者あんしん課：内線2193）

常備消防施設等の整備に要する経費

6,344万円

市民の安全・安心を確保するため、常備消防施設の整
備・充実を図ります。

○救急車両の更新 5,000万円
○消火栓新設・移設工事費負担金 1,100万円

（消防本部警防課：内線1248）
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基本戦略４－２ 便利で快適なまちづくり

財光寺南土地区画整理事業

9億9,744万円
（うち3月補正計上額：2億9,464万円）

「財光寺居住拠点地区」の形成に向けて、道路築造や宅
地造成を行い、安全・安心な住環境の整備に取り組みます
（3月補正予算と一体的に実施）。

○建物移転補償5戸8棟
○道路築造Ｌ＝1.2km、宅地造成Ａ＝10,000㎡
○JR工事施行委託、出来形測量 等

（市街地整備課：内線2328）

中心市街地活性化対策事業

675万円

日向市駅を中心とする中心市街地を圏域の顔として、賑
わいの創出と交流人口及び定住人口の増加を目指します。

○中心市街地活性化協議会運営補助金 38万円
○空き店舗対策事業補助金 300万円
○中心市街地周年イベント事業補助金【新規】320万円
・日向市駅開業20周年記念として、駅前広場での記念イベント
等を実施

（市街地整備課：内線2337）

高砂通線改良事業

1億1,035万円

地域住民の生活環境の向上を図るため、基盤的な施設で
ある街路整備に取り組みます。

○総事業費 4億1,000万円
○事業延長 193ｍ
○事業内容 道路築造、用地取得、物件補償
○事業期間 令和11年度まで

（市街地整備課：内線2334）

駅周辺土地区画整理事業

9,154万円
（うち3月補正計上額：2,550万円）

賑わいのある中心市街地を創出するため、公共施設の整
備改善とあわせ、土地の高度利用の促進、商店街の再構築
に取り組みます（3月補正予算と一体的に実施）。

○道路築造（草場細島通線、天神山通線、区画道路）
○事業計画変更等 N=1式

（市街地整備課：内線2337）
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６ 主な事業

その他

基本構想の推進に向けて取り組む事業
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その他事業

地域生活交通対策事業

1億3,347万円

地域公共交通を維持するため、市民バスの運行やバス事
業者への支援に取り組みます。

○東郷地区公共ライドシェア実証運行【新規】750万円
・令和8年11月から12月まで実証運行の予定

○AIオンデマンドバス（のるーと日向）の運行 5,933万円
○生活バス路線運行補助金 3,850万円

（都市政策課：内線2305）

学校ＩＣＴ環境整備事業（小・中学校）

3億108万円

児童生徒の学力向上や校務の効率化を図るためＩＣＴ機
器の整備・充実に取り組みます。

○小学校学習用タブレットの更新（3,193台）2億1,900万円
○ＩＣＴ支援員による授業支援 1,122万円
○校務支援システムの運用 886万円

（学校教育課：内線2426）

ゼロカーボン推進（主なもの）

1億5,094万円
（うち3月補正計上額：1億3,828万円）

「ゼロカーボンシティ」に向けて、市民への啓発や関連事
業を推進します（3月補正予算と一体的に実施）。

○講演会開催等の啓発事業 33万円（環境政策課）
○電気自動車（4台）の導入 153万円（資産経営課）
○公共施設全般LED化推進 1億3,828万円（資産経営課）
○学校施設LED化推進 1,080万円（教育総務課）

（環境政策課：内線6311）
（資産経営課：内線2283・2284）

（教育総務課：内線2415）

ＤＸ推進事業

1億2,781万円

利便性と安全性を備えた質の高い住民サービスの提供や
効率的・効果的な行政運営と地域課題の解決に向けた自治
体ＤＸを推進します。

○日向市モデル生成ＡＩの活用 2,222万円
○公共施設リモート施開錠システムの拡充 168万円
○eL-QRを活用した公金収納のためのシステム改修
（令和9年度から運用開始） 825万円

（行政改革・デジタル推進課：内線2293）
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発表事項２

市立図書館の開館時間等の変更



情報提供日
令和８年２月20日

資料２

＜問い合わせ先＞図書館 担当：海野 電話：0982-54-1919

・静かすぎて入りにくい
・子どもを連れて行きにくい
・飲食ができなくて不便
・開館時間を長くしてほしい
・利用したい時に開いていない

２－１

きっかけは市民の声

図書館複合施設整備に向けた

市民ワークショップなどで出た意見
～できることは今からでも～

チャレンジ１
「静かすぎない図書館」「飲食OKの図書館」
の実現

チャレンジ２
開館時間延長と休館日の見直し



２－２

チャレンジ１ 「静かすぎない図書館」「飲食OKの図書館」の実現

２－２



1月20日～

実証実験開始

チャレンジ１ 「静かすぎない図書館」「飲食OKの図書館」の実現

期待される効果→ 会話による交流促進 新たな利用者拡大

1月～3月

来館者アンケートを実施
利用方法を検討

4月

本格実施

２－３



１ 開館時間延長
火曜日から金曜日 午前9:00～午後６:30 → 午前９：００～午後７：００
土日祝日 午前9:00～午後５:００ → 午前９：００～午後７：００

２ 休館日の見直し
① 月曜日は祝日の場合も休館 →開館し、 次の平日を休館とする
② 毎月初日（1日）は休館 →開館（ただし、月曜日の場合は休館）

３ 開始日 令和８年４月１日（水）

チャレンジ２ 開館時間延長と休館日の見直し

２－４

期待される効果→ 仕事帰りや休日の利用増加、利便性向上



チャレンジ２ 開館時間延長と休館日の見直し

２－５

1 休館 2

3 憲法記念日 4 みどりの日 5 こどもの日 6 振替休日 7 8 9

10 11 休館 12 13 14 15 16

17 18 休館 19 20 21 22 23

24 25 休館 26 27 28 29 30

31

日 月 火 水 木 金 土

　　休館

1 2

3 憲法記念日 4 みどりの日 5 こどもの日 6 振替休日 7 休館 8 9

10 11 休館 12 13 14 15 16

17 18 休館 19 20 21 22 23

24 25 休館 26 27 28 29 30

31

日 月 火 水 木 金 土

これまで

休館日はこう変わる！ （例：2026年5月）

4月以降



発表事項３

ＡＩオンデマンドバス「のるーと日向」

実証運行について



ＡＩオンデマンドバス「のるーと日向」
実証運行について情報提供日

令和8年2月20日

資料３

➢ 運行概要

運行開始日 ： 令和７年12月１日から
運 行 日 ： 月曜日から土曜日（日・祝は運休）
運 行 時 間 ： 午前７時から午後７時まで
運 行 台 数 ： ２台（予備車両１台）
運 賃 ： 300円

予 約 受 付 ： アプリ・LINE：２４時間随時受付

電話予約：８：３０～１７：００

＜問い合わせ先＞建設部 都市政策課 総務・交通係 担当：葉上 電話：0982-66-1030

12月１日から実証運行を行っているAIオンデマンドバス「のるーと日向」の中間実績等
をお知らせします。

３－１



（R8.1月末時点）

総乗客数：2,261名

累計登録者数：1,306

アクティブユーザー：385名

アプリ予約率：66.08％

電話予約率：33.35％

平均待ち時間：18.8分
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総乗客数（人） 939
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71.39
61.84

27.62 37.92
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予約方法

アプリ予約率（％） 電話予約率（％）

17.42

20.05

10

15

20

25

12月 1月

平均待ち時間（分）

２月（2/2～14）は11日間で699人

1日平均63.5人の利用。
着実に利用者は増えてきている。
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対象者 「のるーと日向」の利用者

調査方法 車内に調査票を設置、回答後、回収ボックスに投函

調査期間
令和7（2025）年12月10日（水）

～令和8（2026）年1月13日（火）

回答数 68票

80.9 8.8

1.5

2.9

5.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

総数（N=68）

満足 やや満足 どちらでもない やや不満 不満 無回答

「満足・やや満足」と回答した人は89.7%と

満足度は非常に高い。

「やや不満」が2.9%にとどまり、
「不満」は0%であることから、
全体としてサービスが安定的に受け入れられている。

14.7

11.3

11.3

10.3

7.4

7.4

5.9

3.9

3.9

2.4

2.4 42.6

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45%

バス停までの距離

運行情報の提供

運行時間帯

行き先

運行本数

待合環境

運賃

運行時刻の正確さ

乗務員の対応

鉄道等との乗り継ぎ

所要時間

無回答

総数（N=68）

改善してほしい点では、無回答が42.6%と最も多く、
現状において「強い改善要望がない」利用者が多数。

改善要望としては、「バス停までの距離」14.7%が最も多く、
「運行情報の提供」11.3%、「運行時間帯」11.3%、
「行き先」10.3%など、
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今後のスケジュール

２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月

交通会議 第５回開催
第１回開催
（予定）

第２回開催
（予定）

手続準備
自家用有償旅
客運送
更新登録申請

利用周知
のるーと
登録サポート
会等

ぷらっとバス
乗り込み
利用周知等

広報紙・ＳＮ
Ｓ等で周知

のるーと日向

ぷらっとバス
市街地線

乗合タクシー
ほそしま

実証運行 本格運行

運行

運行

廃止

廃止

３－４



令和８年２月２０日（金）

日向市定例記者会見


